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研究成果概要
今年度において較正データ取得とその理解、およびモデル化が進められた。
Gd導入後のフェーズのシミュレーションを実用の段階まで作成することができ、また
様々なデータと比較することでシミュレーションを詳細に確認することが進められ
た。
  
もうひとつの大きな課題である、Geant4パッケージをベースにしたシミュレーション
の開発も進めらた。較正用データとそのシミュレーションデータを比較することでチ
ューニングを行い、物理学研究に使えるレベルまで押し上げることができた。これに
関しては技術的な論文を執筆中である。

ソフトウェアのメンテナンスも重要な課題であるが、それについても長期的にどのよ
うに利用可能性を保つか、などについて検討が進められた。
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